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生命の振る舞いを生み出す分子の可視化と操作
細胞周期学



逃避行動を経験依存的に調節する神経メカニズムと
その多様化の道すじを理解する（碓井グループ）

• キイロショウジョウバエ幼虫をモデルに，個体の経験に応じて生得行動のパ
ターンが変化する現象の理解を目指します！

• 光遺伝学・電気生理学・生化学・非モデル昆虫の導入など利用可能な方法は何
でも使ってオンリーワンな研究を進めています！

• 昆虫の行動調節と進化に興味のある方は、ぜひ碓井までお問い合わせください。

詳細はココから
2026年 4月着任 甲斐グループ

生殖細胞ゲノムを守る“小分子RNA工場” 
非膜オルガネラ・ヌアージュの機能に迫る

卵巣 卵巣小管

非膜オルガネラには多くのタンパク質が集積し、前駆体RNAから
26-29ヌクレオチドの小分子piRNAのプロセシングが行われています

詳細はこちら！

piRNAはゲノム中の
transposonの‘増殖’を防ぐ！

jumping!

insertion

transposon

2026年京都大学生命科学に
研究室を移動します！

遺伝学・生化学・バイオインフォマティクス・構造予測ツールを駆使して小分子RNAのプロセシング
を行う非膜構造体の機能や、生殖細胞の維持と成熟の分子機構を探索します。
生殖細胞の不死性とその秘密を探りたい方はぜひ甲斐までお問い合わせください。
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Chemical 
(化学)

背景：Chloris virgata@モンゴル草原(2024 July)

ROOT 根 

LEAF 葉

STEM 茎

BRANCH 枝

SEED 種子
FLOWER 花

モデル植物
Arabidopsis

植物ケミカルバイオロジー研究によって
地球環境改善・食糧増産への貢献を目指す

Biology 
(生物学)

Chemical 
(化学)

Biology 
(生物学)

全能性統御機構学



DNA RNA タンパク質
セントラルドグマ

金属タンパク質（機能の発揮）

金属イオン（必須ミネラル）

この制御が重要

生体情報応答学分野
准教授 神戸 大朋 （Taiho Kambe)

必須ミネラルの吸収・代謝、ホメオスタシス維持、生理機能に関して、
分子・細胞・個体レベルで解析し、健康社会の実現につながる知見を
提示することを目指す。 

分子 細胞 個体

Kambe T et. al., J Biol Chem. 296:100320, 2021
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分子代謝制御学分野
荒木 崇 教授、山岡 尚平 准教授、井上 佳祐 助教

植物の環境応答と生殖の分子機構とその進化を明らかにする

2025/26

キーワード：日長応答 有性生殖 配偶子形成 初期発生 花成 フロリゲン ゼニゴケ シロイヌナズナ

1. 環境に応答した生殖開始
日長を識別する機構
栄養増殖と有性生殖の間の
資源配分の関係

3. 生殖器官と雄性配偶子形成
造精器と精子形成の制御機構
雄性ゲノムの保護・伝達と
受精卵における機能発揮の機構

2. 生殖系列決定と生殖始祖細胞分化
生殖器官を生み出す細胞を決定する機構
生殖器官の中で生殖始祖細胞を分化させる
機構

BNB-LRL
heterodimer 生殖器官

始原細胞
の運命決定

MS1/GLID

転写制御

生殖始祖細胞
外被細胞
の分化

(陸上植物で広く保存)
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細胞動ସ生化学

D i v e r s i t y  &  I n c l u s i o n
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研究ଲে
・細胞ຜξイψミクスによる生命ݳেのߑؽޜ
・細胞ຜをղしͪ要細胞・Үのࣟとঈڊ
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0 かΔ1 を生Ίड़す研究の実ݳを目ࢨし、֦種ٗढ़の発Ώ๏๑論のड़をߨい、
ͨΗΔを༽いて生命ݳেのخຌ原理を解明し、ϐト࣮׳の理解・ྏ࣑に݃;ͯ͜るɽ



ॖンইルग़ン२ウॖルスの
分ත化।ঀのाਃଡ

・।ঀRNAम8本प分ත化
・जのाਃଡのถ細मਂ

(Nature 2006, Nat Commun 2012, Nat Commun 2018, mBio 2022ಉ)

• 8分තपஆঽのਏଦഔ
• 8ர8本を৭උ的पि

細ଡୗウॖルス学 ॖンইルग़ン२ウॖルスृग़ছウॖルスの
ੜ༢ਃଡृ病ଙਠਃଡ、ఇ৫

ヒトళลஓड़ルफ़ঀॖドを用ःた
ৗૠウॖルス感染௺のનয়と解ෲ

লഷウॖルスपৌघॊ
ఇ৫

ग़ছウॖルス ॾॡঞड़ढ़উ३ドの
ਛਃଡउेलਃ能ਠ制御ਃଡ

・।ঀRNAٕॱンঃॡସള়৬
・।ঀのૡളଲを担अ分ಎ઼
・ถ細ऩଡୗमਂ
• cryo-EMदતଡୗをৠ
• VP24पेॊਃ能制御ਃଡ

(Nature 2018, Nat Commun 2022, PNAS Nexus 2023, Nat Commun 2025ಉ)

・သു細ཝदमऩऎヒト৬内दの
ウॖルスੜ༢ਃଡृ感染ૢ௦を
ਫનपੴॉたःآ

(Lancet Microbe 2023, Nat Biomed Eng in press, Nat Commun under revision)

• ࿀ᒷड़ルफ़ঀॖドの৫
• ウॖルスੜ༢/感染ૢ௦解ෲ

(Viruses 2021, J Virol 2024)

・ग़ছলഷृছॵ१प
ৌघॊఇ৫

• ଡୗঋشスのPPI༛૩ఇ
৫

• ಿ৬ୢఇષの৫

5ফଢ଼पྷ୍しथ、生ೃ命ৡदऌॊ、ಞઉऩযをୄढथऽघ

ྐหઈ
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Drug Screening Lifespan assay

ミトコンドリアUPRを標的とした寿命延伸

腸内細菌を利用した腸炎制御の可能性

線虫 C. elegans

ヒト常在細菌・病原性細菌

マウス

ヒト

老化・感染の理解と制御

モデル生物

感染
炎症

老化

8) Tanimoto Y et al. 2019 Infection and Immunity

6) Ito A et al. 2021 Biogerontology

老化感染制御学分野（担当：中台、谷本）

1) Ali MS et al. 2025 J. Appl. Microbiol.
2) Matsuda A et al. 2024 Biosci Biotechnol Biochem.
3) Takeuchi S et al. 2024 Biosci Microbiota Food Health
4) Teramoto N et al. 2023 J. Appl. Microbiol.
5) Tsuru A et al. 2021 Microbiology Spectrum

7) Fujiwara M et al. 2020 Science Advances
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